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＜連絡事項＞
・特になし
＜患者様連絡事項＞
・久保　興介様～9月8日（金）15:30～主治医と家族で面談　特別診察室　
・中川原　義雄様～ピロリ菌除菌薬の服用終了し、主治医より診療情報提供書あり、PSWに外来予約の調整を依頼しています。
・小向　隆之様～退院後初外来日9月20日（水）10:30　で本日退院処方あり。

＜要注目患者様＞
・泉　沙耶様～他者交流は見られないが、プログラムへの参加は拒否なし。スタッフとの交流は良好に見られている。徘徊はやや減少し一定の場所で過ごす事ができている。苛々感なく粗暴的な行為もない。
・船場　幸子様～バイタルサイン異常なし。左下肢、後頚部の疼痛訴えあり。離床介助で
は他者の視線を気にしてホールへの移動を拒否する。車椅子移乗するも
自室で食事をする。一部介助で2/3摂取している。
・中村　和夫様～服薬に関連した確認行為はあるが執拗さはなし。病棟プログラム
への参加も表情穏やかに見られている。
＜馬渡Dr.患者様診察状況＞
・冨田　幸生様～母と離れて気持ちは大分楽ですと話される。病棟プログラムでやはり他者と一緒にいると気分が良いと話している。主治医より、病棟の日課の時間や決まりを守り、施設入所に向けて行動していく様話している。気になる事として身体の筋肉の痛みを訴える。主治医からは10％の体重の減少を目標にして見る事も提案し、説明している。退院支援を積極的に進めていく事としている臨時薬同内容で7日分処方となる。

＜田名部Dr.患者様処方状況＞
・泉川　ケイ子様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
・小向　隆之様～臨時薬同内容で2日分処方となる。
　　　　　　　　退院時処方薬同内容で13日分処方となる。
・吉田　守幸様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
・民部田　和哉様～臨時薬タムスロシン塩酸塩OD錠0.1mg 2錠1×1/朝食後を中止。
他同内容で7日分処方となる。
・久保　興介様～臨時薬同内容で7日分処方となる。

